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第５章 対策・施策 

福岡市においては、建物の屋根、ごみや生活排水など、都市ならではの空間やエネルギ
ー資源が有効活用されています。 

 太陽光発電、小水力発電、バイオマス発電
住宅や学校などの市有施設の屋根をはじめ、さまざまな場所に太陽光発電を導入してい

ます。市内の太陽光発電の年間発電量は、約 68,000 世帯の年間電力量に相当します。 
水道施設では、高低差を活用した小水力発電を導入しています。また、森林間伐で

生じた建築用材とならない木材を筑前町の木質バイオマス発電所で燃料として有効活
用しています。 

 

 都市資源の有効利用
都市で発生するごみや下水を活用し、清掃工場における廃棄物発電に、また水処理

センターでは下水の処理過程で発生するバイオガスを利用した発電、水素の製造のほ
か、下水汚泥から固形燃料を製造し、石炭の代替燃料として有効活用しています。

～コラム～ 福岡市における都市資源の有効活用

▲ 水道施設を活用した小水力発電

▲ 新青果市場（メガソーラー）

▲ 下水（生活排水）をエネルギー資源として有効利用

位置
エネルギー

浄水場

ダ ム

発電機

▲ 柏原小学校（太陽光発電） ▲ 住宅（太陽光発電）

▲ 清掃工場におけるごみ焼却熱
を活用した廃棄物発電

▲ ふくおか木質バイオマス発電所

清掃工場 下水処理場 

年間発電量:約 75,000 世帯
の年間電力量に相当 
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４ 再生可能エネルギー 

（１）市内の太陽光発電設備の設置個所 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典）経済産業省 固定価格買取制度 情報公開ウェブサイト 

の情報をもとに、福岡市 Web まっぷ上にプロット 

※2021 年 12 月時点 
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（２）太陽光発電の買取価格の推移・導入コスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）実際に出力制御された時の電源構成 
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※調整力等電源

出典）経済産業省 なっとく再生可能エネルギーウェブサイト
をもとに作成 

出典）経済産業省 総合資源エネルギー調査会  
第 33 回基本政策分科会資料を一部加工 

太陽光発電の買取価格の推移 太陽光発電に係る土地造成費と接続費 

出典）電力広域的運営推進機関 
九州における再生可能エネルギー発電設備の出力抑制に 
関する検証結果の公表について（2020 年 3 月）を一部加工 
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（４）国における連系線の増強案 

 
 

 

（５）福岡市の再生可能エネルギーの導入ポテンシャル 

再生可能エネルギー 

導入ポテンシャル 
（発電可能性量） 

設備容量 
（万 kW） 

年間発電電力量 
（万 kWh） 

建築物等への太陽光 38 47,000 

陸上風力 2 4,300 

水力 0.1 推計値無し 
 
 

〇 参考 導入ポテンシャル（発電可能性量）の定義 

 

 

 

 

 

出典）環境省 再生可能エネルギー情報提供システム 

出典）経済産業省 総合資源エネルギー調査会 
再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 
電力ネットワークの次世代化に向けた中間とりまとめ（2021 年 9 月）を一部加工 

出典）福岡市地球温暖化対策実行計画協議会資料（2021 年 7 月）〔環境省 再生可能エネルギー情報提供システムから算出〕 
※「未利用地等への太陽光」「洋上風力」「地熱」については推計無し 
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〇 福岡市の太陽光発電の導入ポテンシャル（土地系・建物系） 

 

                  

 

 

 

 

 

 

〇 中高層建築物における太陽光発電における課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

出典）福岡市地球温暖化対策実行計画協議会資料（2021 年 7 月） 

出典）環境省 再生可能エネルギー情報提供システムから引用（令和４年４月） 




